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1はじめに
　NICU・GCUにおける面会時間は、「治療や処
置が優先」「感染防止」「患児の身体的安静の保持」等
に対する配慮から、制限を余儀なくされる事が多い。
当院の面会時間は一時間という短い時間である。だ
からこそ家族がより望む対応をしていきたいと考え
る。
　これまでの研究では、親子の愛着形成に関するも
のや、両親の不安軽減に関する研究は数多くされて
いるが、看護婦の日常的な態度や言動が両親にどの
ように受けとめられているかを研究したものは少な
い。横尾は看護婦の対応について「母親の気持ちを気
遣ったつもりが逆に傷つけてしまったり、その病棟
の看護者の日常的な態度や言動が親の怒りや不信感
を引き起こすことがある」1）・2）と述べている。そのた
め、私たちはNICU・GCUにおける面会時間に両
親が感じた看護婦の態度の現状を知り、両親が望む看
護婦の対応を検討したので、これを報告する。
1［方法
1）調査対象：以下の全てを満たす児の家族22名
　　　　　　①平成ユ2年4月ユ日以降に出生した児
　　　　　　②平成13年6月30日迄に退院した児
　　　　　　③入院期間がユヵ月以上の児
2）調査方法：電話による開放式質問
　　　　　　5名のNsが4～5名の対象にそれぞれ
　　　　　　電話をする。
3）調査内容：印象に残っている看護婦の態度につ
　　　　　　いて
　　　　　　（嬉しかったこと、嫌だったこと等）
　　　　　　看護婦に望むことについて
　　　　　　（もっと声を掛け欲しい等）
皿結果
1）対象の背景：①出生体重
　　　　　　　　超低出生体重児6名（27，3％）、極低
　　　　　　　　出生体重児4名（18，2％）
　　　　　　　　低出生体重児9名（40，9％）、成熟
　　　　　　　　児3名（13，6％）
　　　　　　　②在胎週数
　　　　　　　　28週未満2名（9，1％）、28週～37週
　　　　　　　　未満18名（81，8％）
　　　　　　　　37週～42週未満2名（9，1％）、42週
　　　　　　　　以降0名（0％）
2）電話時間：平均9．5分（最長20分最短3分）
3）電話相手：母親21名（95．4％）、父親1名（4，5％）
4）得られた意見：資料1参照
　　嬉しかったことについては、（1）Nsの働きか
　け、（2）Nsの人柄、（3）面会時間以外のNsの
　働きかけの3つに分けられた。（1）では、「気さ
　くに話しかけてくれた」（8名）「Nsの言動すべ
　てに勇気付けられた」（6名）「Drとの橋渡しを
　してくれた」（6名）という意見が多かった。（2）
　では、「いつも笑顔で嬉しかったし安心した」（4
　名）「同じ女性として、プライドを持ち独立して働
　いているNsが気持ち良く素晴らしかった」（2
　名）という意見、（3）では、「退院後、昼夜間わず
　電話で丁寧に相談に乗ってくれた」（1名）という
　意見があった。
　　嫌だったことについては、（1）Nsについて、
　（2）面会時間についての2つに分けられた。（1）
　では、「Nsが忙しそうで子供の状態をゆっくり
　聞けない日があった」（2名）「顔は知っていても
　名前がわからず困ったことがある」（2名）「保育
　器に入っている我が子に触って良いのかわから
　なかった」（1名）、（2）では、「面会時間が短い」
　（5名）などの意見が多かった。
　　Nsに望むことについては、「児や両親にでき
　る限り声を掛けたりして、気に掛けてほしい」と
　いう意見が多かった。
w考察
　毎日変化の大きい新生児、未熟児を持つ両親にと
って、1時間の面会時間で児の状態を知ることは難し
い。そのうえ、児と触れ合う時間も少ないために十分
な親子間の愛着形成が図りにくい環境でもある。だ
からこそ、私たちは両親が児の状況を受けとめ、不安
や疑問を表出できるようになるべく積極的に話しか
けたり、児の一日の状況を伝えたり、Drからのムン
テラを調整したり、児と二人で向き合える時間を提
供できるような対応を心がけていた。その反面、何人
かの患児を受け持つため各家族に満足のいく対応が
できていなかったり、その時の両親の気持ちに添わ
ない対応を行っていたこともあったのではないか、
両親が満足のいく面会時間を過ごせていたのかと疑
問があった。
　調査の結果、嬉しかったこととして、「気さくに話
しかけてくれた」「声掛けや児と二人だけにしてくれ
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るタイミングが良かった」「Drとの橋渡しをしてく
れた」などという意見が多かった。両親は面会時、児
の顔を見るだけでなく、病状を聞いたり思いを聞い
てもらうなど看護婦からの声掛けを求めており、普
段私たちが行っている対応が支持されているという
ことがわかった。他に「いつも笑顔で嬉しかったし安
心した」というような、Nsの人柄も評価されてい
た。
　嫌だったこととして、「顔は知っていても名前がわ
からず困ったことがある」「児の体動などで、アラー
ムが鳴ったときにすぐ来てくれず、なぜアラームが
鳴ったか説明してくれなかった」などの私たちの配
慮に欠ける対応が想像以上に両親の不安につながっ
てしまうことを認識した。これは、私たちNsが両親
の立場に立って両親の気持ちを十分に察することが
できていなかったことが原因だろう。
　私たちが日常、意識せずに行っている対応が、良く
も悪くも両親に影響を与えていることがわかった。
そこで、私たちは親のニードを察知出来る看護婦と
しての感性と注意深い気配りをもってかかわること
を心しなければならない。看護婦が一人でも否定的
な印象を与えれば、看護婦全体の評価が崩れてしま
うこともある。忙しい中でも、いつもタイムリーな声
かけをすることや、謙虚な姿勢で両親の協力を得る
ことの重要性を改めて認識した。
Vまとめ
　病棟の特殊性から面会を制限せざるを得ない状況
にある。しかし、どんな場面においても、看護婦の枠
組みから一方的に捉えるのではなく両親の思いに関
心を寄せ、言葉の表出を助け、それを受けとめ理解す
ること、いつでも誠実に、そして柔軟に対応出来るこ
とが看護婦として重要であると思われる。常に親の
立場に立ち気持ちを理解できるように努め、児に対
する親の理解度や愛着の度合いを考慮し、積極的に
毎日の情報提供を続けていく。
　また、看護婦自身が明るい雰囲気と自信を持った
態度で対応していきたい。
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資料1
a）嬉しかったこと
　（1）NSの働きかけ
　　・気さくに話しかけてくれた。（8名）
　　・Drとの橋渡しをしてくれた。（6名）
　　・ムンテラ後分からない所を説明してくれて理解できた。（6名）
　　・Nsの言動すべてに勇気付けられた。（6名）
　　・親の体調を気づかってくれた。（6名）
　　・話をちゃんと聞いてくれた。（4名）
　　・細かい事まできちんと指導してくれた。（3名）
　　・児を一生懸命看てもらえた。（2名）
　　・児をかわいがり、遊んでもらえた。（2名）
　　・声掛けや、児と二人だけにしてくれるタイミングが良かった。（2名）
　　・目線を合わせ、丁寧にゆっくり話をしてくれた。（1名）
　　・面会時、音楽が流れていて良かった。（1名）
　（2）Nsの人柄
　　・いつも笑顔で嬉しかったし安心した。（4名）
　　・優しくて心強かったし嬉しかった。（4名）
　　・信頼出来た。（4名）
　　・落ち着いた態度であったため安心した。（3名）
　　・同じ女性として、プライドを持ち独立して働いているNsが気持ち良くすばらしかった。（2名）
　　・「私も小さく生みたい」と言っていたNsがいたが、嫌な意味には聞こえず、元気に退院させる自信・
　　　確信からの言葉なんだと力強く思い安心した。（1名）
　（3）面会時間以外のNsの働きかけ
　　・交換日記をしていたことで、児の様子を十分知ることが出来た。（1名）
　　・児の出生前よりNICU入院が決まっており、プライマリーNsが挨拶をしに産科病棟にきてくれて
　　　安心した。（1名）
　　・退院後、昼夜間わず電話にて丁寧に相談に乗ってくれた。（1名）
b）嫌だったこと
　（1）Nsについて
　　・特に無し（8名）
　　・顔は知っていても、名前が分からず困ったことがある。（2名）
　　・Nsが忙しそうで、子どもの状態をゆっくり聞けない日があった。（2名）
　　・初めての抱っこ以来、子供を抱っこしたいという気持ちがあったが、自分から声を掛けられずNsも
　　　その思いを察してくれなかった。（ユ名）
　　・児の揺動などでアラームが鳴った時に、すぐに来てくれず、なぜアラームが鳴ったか説明してくれな
　　　かった。（1名）
　　・オムッ交換を希望した際、「30分後のミルクの時でもいいのでは？」と言われて待たされた。（1名）
　　・ミルクの更新を忘れられたことがありこちらから声を掛けたら、更新のみ行い子供への「ごめんね。」
　　　という声掛けがなかった。（1名）
　　・保育器に入っている我が子に触れて良いのかわからなかった。（1名）
　　・質問した時、すぐに返事がなく話す声も小さかった。（1名）
　（2）面会時間について
　　・面会時間が短い。（5名）
　　・面会時間帯（14：30－15：30）が不都合。（3名）
　　・上の子を一人で窓越し面会させ、かわいそうだった。（2名）
　　・指導の時間に祖父母が入室出来ず嫌だった。（1名）
　　・託児室があればいい。（1名）
c）望むこと
　　・児や両親に出来る限り声を掛けたりして、気に掛けて欲しい。（4名）
　　・今のままの看護を続けて欲しい。（2名）
　　・今まで通りで良いが、自分が子どもをもった時のことを考える等、親の立場になって考えて欲しい。
　　　（2名）
　　・心身共にダメージのある母親へのケアも行って欲しい。（2名）
　　・他のPtの体験談等で励まして欲しい。（1名）
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